
糖尿病内科（糖尿病センター）

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

臨床栄養
科長
医長

村田　　敬

日本糖尿病学会糖尿病専門医・研修指導医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
日本小児・思春期糖尿病学会評議員
日本メディカルAI学会評議員
東京大学医学博士
同志社女子大学客員教授

糖尿病 若年者糖尿病

医 師 渡邊　知一 日本糖尿病学会糖尿病専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医 糖尿病 糖尿病

医 師 野村　英生

日本糖尿病学会糖尿病専門医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
内分泌代謝・糖尿病内科領域専門研修指導医
臨床研修指導医

糖尿病 糖尿病

専 攻 医 藤島　雄幸
2022年10月 1 日から

専門医資格等
WHO糖尿病協力センター長
日本糖尿病学会
　糖尿病専門医・研修指導医
日本内分泌学会
　内分泌代謝科専門医・
　指導医
内分泌代謝・糖尿病内科領域
　指導医
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医・指導医
日本糖尿病学会評議員
日本内分泌学会評議員
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床教授

専門分野
糖尿病

得意疾患
足病変

診療科長
河野　茂夫
（2023年 3 月31日まで）

専門医資格等
日本糖尿病学会糖尿病専門医・
　研修指導医
日本糖尿病学会学術評議員
日本内分泌学会内分泌代謝科
　専門医・指導医
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医・指導医
日本病態栄養学会
　専門医・指導医・
　NSTコーディネーター
日本病態栄養学会学術評議員
内分泌代謝・糖尿病内科領域
　専門研修指導医
臨床研修指導医
京都大学博士（医学）
京都大学医学部臨床准教授

専門分野
糖尿病

診療科長
糖尿病センター長
小倉　雅仁
（2023年 ４ 月 1 日から）

040 Kyoto Medical center Annual report



氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

内分泌代
謝高血圧
研究部長

浅原　哲子

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
日本内分泌学会　幹事・評議員
　内分泌代謝科専門医・指導医
　Endocrine Journal編集委員
　男女共同参画推進委員会　近畿支部　代表委員
日本神経内分泌学会評議員
日本心血管内分泌代謝学会評議員
日本糖尿病学会糖尿病専門医・研修指導医
日本肥満学会肥満症専門医・指導医・評議員
日本肥満症治療学会理事・評議員
日本動脈硬化学会認定動脈硬化専門医・評議員
日本病態栄養学会評議員
日本抗加齢医学会専門医
日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医・指導医
日本糖尿病学会近畿支部評議員
日本糖尿病生活習慣病ヒューマンデータ学会評議員
日本性差医学・医療学会評議員
日本糖尿病協会療養指導医
The Endocrine Society Journal of Clinical Endocrinology & 
　Metabolism, Editorial board編集委員
京都大学博士（医学）
京都大学医学部非常勤講師
名古屋大学環境医学研究所
　メタボ栄養科学寄附研究部門特任教授
滋賀医科大学社会医学講座公衆衛生学部門客員教授
同志社大学スポーツ健康科学部客員教授
久留米大学医学部内科学講座心臓・血管内科部門
　客員教授
国立循環器病研究センター客員研究員
公益財団法人神戸医療産業都市推進機構
　医療イノベーション推進センターフェロー

糖尿病、肥満症
（メタボリックシ
ンドローム）、内
分泌代謝、予防
医学、遺伝診療

糖尿病、肥満症（メ
タボリックシンド
ローム）、内分泌代
謝、予防医学、遺
伝性疾患全般

予防医学
研究室長 坂根　直樹

日本内科学会認定内科医
日本肥満学会評議員
京都府立医科大学医学博士

糖尿病 糖尿病

臨床内分泌
代謝（専任）
研 究 室 長

日下部　徹

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医・指導医・評議員
日本糖尿病学会糖尿病専門医・研修指導医
日本肥満学会肥満症専門医・指導医・評議員
日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医
日本肥満症治療学会評議員
日本サルコペニア・フレイル学会評議員
京都大学博士（医学）
京都大学客員研究員

糖尿病、肥満症
（メタボリックシ
ンドローム）、内
分泌

糖尿病、肥満症（メ
タボリックシンド
ローム）、内分泌、
サルコペニア

｜令和 ４年度の主な取組｜

施設認定等
・日本糖尿病学会認定教育施設
・日本肥満学会認定専門病院

主な対象疾患
　 2 型糖尿病、耐糖能異常、 1 型糖尿病、肥満症、メタボリック症候群、糖尿病神経障害と糖尿病足病変、
糖尿病腎症、糖尿病網膜症（眼科）、妊娠糖尿病、脂質異常症（高脂血症）、糖尿病性昏睡、重症低血糖

診療（業務）内容
　糖尿病センターでは一般糖尿病外来および入院での診療に加えてさまざまな専門外来を開設し、さまざ
まなタイプの糖尿病および関連疾患およびそれらの合併症の充実した診療活動につながっている。
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下記の専門外来の診療活動について紹介する。
・ フットケア外来　毎週月曜日14時～/フットセンター外来　毎週火曜日14時～（2000年開設）フットケア

外来では、主に糖尿病に由来する足病変に対応し、全国各地からの紹介患者を集めている。また、非糖
尿病足病変患者に対する問い合わせも多く、難治性の足病変を扱う集学的な欧米型のフットセンターを
目指している。フットセンター外来では初診は糖尿病センターで行い、一般診療をした上で、関係担当
診療科へ紹介している。

・ フットウェア外来（月 2 回：木曜日13時～16時　完全予約制）フットウェア外来では義肢装具士がオースト
リア人の整形外科靴マイスター（Örthopedic Shoe Meister）と協力して、靴・装具の指導や調整にあ
たっている。

・ 1 型糖尿病外来（2005年開設）毎週火曜日午前・午後、金曜日の午前。/インスリンポンプ（CSII）外来
（2010年開設）毎週月曜日の午後。

　 医師、看護師、管理栄養士チームを組み、 1 型糖尿病の系統的な自己管理教育と心理・社会的な問題へ
の対応を含めた患者支援を行っている。食事中の炭水化物量に合わせてインスリンの単位数を自己調節
するカーボカウントや、インスリンポンプ・持続血糖測定器（CGM）などの先進糖尿病デバイスの活用
により、合併症予防と生活の質（QOL）の両立を目指している。小児期発症患者の成人移行、 1 型糖尿
病合併妊娠の内科的管理、 1 型糖尿病患者を対象とした臨床研究も実施している。

・ 肥満・メタボリックシンドローム外来（2001年開設）　毎週　水曜日 9 時～14時
　 肥満・メタボリックシンドローム外来では、医師・看護師・栄養士によるチーム医療をベースに、体重

グラフや食事記録表を登録した当院独自の「ダイエットノート」を活用し、日本肥満学会が提唱する減
量指導を行い、動脈硬化等の合併症も定期的に評価している。

　 また、外来患者を中心に2006年よりメタボ会（患者会）を定期的に開催。さらにメタボ通信、スマートラ
ンチ等をチーム医療で展開し、外来開設から現在まで述べ19,000人以上の患者治療を行ってきた。

・ 脂質異常外来（2005年開設）：第 2 、 4 木曜日。家族性高コレステロール血症（FH）やWHO分類のV型
など1,000mg/dL以上の著明な高中性脂肪血症の鑑別診断と治療方針の決定を行っている。スタチンの
みで管理不良のFHヘテロ接合体に対するPCSK9阻害薬の使用も開始。また、スタチン投薬時のCPK上
昇例の対応やスタチン関連自己免疫性ミオパチーなど副作用症例の対応も行っている。管理栄養士によ
る高脂血症療養指導外来（2006年開設）も併設し、節酒による中性脂肪改善プログラム（HAPPY）も提供
している。

・ 妊娠糖尿病外来（2007年 3 月開設）毎週金曜日13時～15時　妊娠糖尿病は妊娠中に初めて発見された軽度
の（糖尿病には至っていないレベルの）耐糖能異常で巨大児その他の周産期合併症の原因となる。また出産
後の糖尿病発症リスクが増大する。妊娠前に糖尿病を発症した場合、糖尿病合併妊娠となり、胎児奇形
が大きな問題となり、妊娠前血糖管理が重要となる。

・ さらに、糖尿病センターではコメディカルスタッフによる指導として一般糖尿病食事指導（管理栄養士）
および糖尿病療養指導外来（インスリン自己注射、血糖自己測定、フットケア指導など：看護師）を開設して
いる。また、自己管理（療養）を患者に指導する医療スタッフである糖尿病療養指導士（CDEJ）は、当
院内で看護部、薬剤部、臨床栄養科、臨床検査科などに多数を擁し、綿密な糖尿病セルフケアを支援し
ている。

・糖尿病地域連携外来　第 1 ，2 ，4 ，5 水曜日、 9 時～14時
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｜診療実績｜

入院患者数
2021年度 2022年度

1 日平均患者数（名） 7.5 6.9

新入院患者数（名） 185 217

平均在院日数（日） 14 11.1

外来患者数
2021年度 2022年度

1 日平均総患者数（名） 69.4 70.1

主な手術・検査の件数（2022年度）

CAVI/ABI測定 130例 CT（内臓脂肪面積測定） 70例

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名	等 ／ 演者（下線は当院所属）

2022.05.12	 第65回日本糖尿病学会
「PAX4遺伝子R192H変異による若年発症成人型糖尿病の母娘例」
日下部　徹、小西　陽介、河野　茂夫、田上　哲也、八十田明宏、浅原　哲子

2022.05.12	 第65回日本糖尿病学会年次学術集会
「気象データが日常の歩行に与える影響」
高橋かおる、安田　敏成、菅沼　彰子、同道　正行、坂根　直樹

2022.05.12-13	 第65回日本糖尿病学会年次学術集会
「 1 型糖尿病におけるisCGMのスキャン頻度と相関する要因の探索　ISCHIA研究post-hoc解析」
村田　　敬、坂根　直樹、黒田　暁生、三浦順之助、廣田　勇士、加藤　　研、豊田　雅夫、神山　隆治、
鴻山　訓一、島田　　朗、川嶋　　聡、的場　ゆか、目黒　　周、楠　　宜樹、肥田　和之、田中　剛史、
利根　淳仁、清水　一紀、鈴木　渉太、西村　邦宏、細田　公則

2022.05.12-13	 第65回日本糖尿病学会年次学術集会
「 1 型糖尿病における無自覚低血糖の頻度と危険因子に関する研究　PR-IAH研究」
加藤　　研、秦　　誠倫、西村英里香、荒木　里香、鴻山　訓一、畑尾満佐子、松下　裕一、的場　ゆか、
村田　　敬、坂根　直樹

2022.05.25-26	 第95回日本産業衛生学会
「特定保健指導用ヘルスケアアプリの開発とリクルート状況　KENPO-appsutdy」
坂根　直樹、菅沼　彰子、藤崎　章好、金澤　亜依、杉本麻美子

2022.06.03	 第95回日本内分泌学会学術総会（第 3回脂肪萎縮症候群研究会）
「部分性脂肪萎縮症候群とサルコペニア肥満の病態の異同」
日下部　徹

2022.06.10-11	 第 ４ 回日本メディカルAI学会
「AIによる病院給食の物体検出と定量に関するパイロットスタディ」
村田　　敬、小林　　司、豊田　雅夫、廣田　勇士、三浦順之助、森岡　宏介、平野　和保

2022.06.11	 京都消化器医会定例学術講演会
「糖尿病専門医が考える病態生理に基づいた 2 型糖尿病の治療戦略：―脂肪肝合併 2 型糖尿病を考える―」
日下部　徹

2022.06.12	 第58回日本循環器病予防学会学術集会
「肥満症の心血管病リスクとしての高尿酸血症と性差―国立病院機構多施設共同肥満症コホート研究―」
若林　　大、山　　陰一、小津　直輝、浅原　哲子、笠原　正登
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発表年月日	 発表学会
演題名	等 ／ 演者（下線は当院所属）

2022.06.16	 DiaMond	Seminar	in	京都
「サルコペニア肥満と脳心血管病リスク」
日下部　徹

2022.06.17-19	 第22回日本抗加齢医学会総会
「人間ドック女性受診者を対象とした肥満指標と骨密度の関連：閉経期前と後による分析」
花野　宏美、後藤　元輝、池上健太郎、森　　隆彰、山本　結子、大石　　寛、山陰　　一、浅原　哲子、
桝田　　出、石井好二郎

2022.06.17-19	 第22回日本抗加齢医学会総会
「人間ドック男性受診者を対象とした肥満指標と骨密度の関連」
山本　結子、後藤　元輝、池上健太郎、森　　隆彰、花野　宏美、大石　　寛、山陰　　一、浅原　哲子、
桝田　　出、石井好二郎

2022.06.17-19	 第22回日本抗加齢医学会総会
「糖尿病の認知機能低下におけるTREM2の病態意義」
田中　将志、山陰　　一、岩下　香里、加藤　久詞、岩佐　真代、浅原　哲子

2022.06.30	 第４7回日本睡眠学会
「行動分析学にもとづいたウェアラブルデバイスによる睡眠・自立神経スコアの職域導入の意義」
荏原　　太、坂根　直樹

2022.07.28	 特定保健指導実践者育成研修会
「食生活に関する保健指導」
河口八重子

2022.08.27	 日本糖尿病インフォマティクス学会
「当院における遠隔栄養相談の現状と課題」
村田　　敬、杉山　香奈、中辻　晴香、森岡　宏介、平野　和保

2022.09.01	 伏見内分泌代謝ネットワーク　第37回連携の会
「若年女性のやせと隠れ肥満」
日下部　徹

2022.09.07	 昇り龍の会
「体組成変化が代謝制御に及ぼすインパクト―糖尿病の個別化医療を考える―」
日下部　徹

2022.09.16-17	 第62回全国国保地域医療学会
「独居高齢者における難聴傾向と会話のない日との関連」
幸田　朋也、藤原　真治、同道　正行、後藤　崇晴、市川　哲雄、白山　靖彦、小谷　和彦、山田　俊幸、
坂根　直樹

2022.09.17	 第27回日本糖尿病教育・看護学会学術集会
「日本語版低血糖問題解決尺度（HPSS-J）の開発と無自覚低血糖における意義」

坂根　靖子、同道　正行、菅沼　彰子、坂根　直樹
2022.09.17	 第77回日本体力医学会大会

「離島在住高齢者における、牛乳・乳製品摂取量と客観的身体機能との関係」
宮崎　　亮、安部　孝文、坂根　直樹、安藤　　仁、矢野　彰三、奥山　健太、磯村　　実、山崎　雅之、
並河　　徹

2022.09.21	 第73回日本体力医学会大会
「人間ドック受診者の各年代における糖尿病発症リスクに影響を及ぼす生活習慣」
山本　結子、大石　　寛、池上健太郎、山口　寛基、花野　宏美、森　　隆彰、山陰　　一、浅原　哲子、
桝田　　出、石井好二郎

2022.10.07	 第76回国立病院総合医学会
「 周術期等口腔機能管理の現在と問題点―リアルワールドエビデンス創出のためのデータベース構築―　周術期口腔

機能管理　エビデンス創出のための研究デザインと解析法（会議録）」
坂根　直樹
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発表年月日	 発表学会
演題名	等 ／ 演者（下線は当院所属）

2022.10.07	 第60回日本糖尿病学会　九州地方会
「糖尿病に伴う認知症の特徴と効果的なバイオマーカー・評価系―TREM2の有用性」
浅原　哲子

2022.10.15	 第2４回伏見CKD医療連携の会
「CKD患者における骨粗鬆症とサルコペニアの診療」
日下部　徹

2022.10.21	 第37回日本糖尿病合併症学会
「 双極性障害リーマス使用の高血糖、高TG血症女性に素粒子イメージ療法とポーションコントロールプレートを用

い、劇的改善した症例」
山内　惠子、坂根　直樹

2022.10.21	 2022アジア糖尿病学会（AASD）
「Symposium I：Diabetic Foot in WPR, past, present, and future problems」
Shigeo	Kono

2022.10.28	 The	8th	ASIAN	CONFERENCE	for	FRAILTY	AND	SARCOPENIA
「 Association between body mass index and bone mineral density in female comprehensive health checkup 

system examinees：an analysis by premenopausal and postmenopausal age」
Hanano	H,	Goto	G,	Ikeue	K,	Mori	T,	Yamamoto	Y,	Oishi	K,	Yamakage	H,	Satoh-Asahara	N,	Masuda	I,	
Ishii	K

2022.10.29-30	 第 9 回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「新たな肥満評価指標ABSIは脳心血管病リスクの高い肥満症患者の特定に有用である」
池上健太郎、日下部　徹、村中　和哉、山陰　　一、石井好二郎、浅原　哲子

2022.10.29-30	 第 9 回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「糖尿病とサルコペニア」
日下部　徹

2022.10.30	 第 9 回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「生体電気インピーダンス法により得られるPhase Angleを用いたサルコペニア診療の可能性」
日下部　徹

2022.11.03	 第55回日本小児内分泌学会学術集会
「From Rare Disease To Common Disease―脂肪萎縮症から考える肥満症とレプチンの臨床応用―」
日下部　徹

2022.11.05	 第59回	日本糖尿病学会近畿地方会
「成人移行期に糖尿病デバイスの管理に困難を伴った 1 型糖尿病患者の経験」
野村　英生、村田　　敬、大塚桂容子、河口八重子、杉山　香奈、宮本真奈美、渡邊　知一、坂根　直樹

2022.11.11-12	 第32回臨床内分泌代謝Update
「糖尿病における認知症・コグニティブフレイル（脳筋連関）と予知バイオマーカー」
浅原　哲子

2022.11.30	 第４5回日本分子生物学会
「糖尿病・肥満に伴う認知症の発症機序と予防戦略―ミクログリア異常・TREM2と糖化/酸化ストレス―」
浅原　哲子

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「Weight-Cyclingが脂肪組織の慢性炎症に及ぼす影響」
和田　恵里、田中　　都、丹野　翔伍、神田　　容、越智　　梢、才田　恵美、北浦　靖之、浅原　哲子、
菅波　孝祥

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会/第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「サルコペニア肥満症診療の現状と課題」
日下部　徹

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「減量治療におけるMetabolically healthy obesityとMetabolically unhealthy obesityの比較検討」
川合　汐里、山陰　　一、小谷　和彦、野田　光彦、浅原　哲子、橋本　貢士
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2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「四肢骨格筋量を維持した肥満減量治療はLDL-Cの低下に寄与する」
池上健太郎、山陰　　一、村中　和哉、日下部　徹、石井好二郎、浅原　哲子

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「植物由来フラボノイド・タキシフォリンの抗メタボ・NASH改善効果とその機序」
加藤　久詞、Bin	Fu、村中　和哉、岩佐　真代、山陰　　一、田中　　都、西尾美和子、菅波　孝祥、
浅原　哲子

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「植物由来フラボノイド・タキシフォリンは肥満・脂肪肝/NASHを改善させる」
加藤　久詞、Bin	Fu、山陰　　一、村中　和哉、岩下　香里、岩佐　真代、加藤さやか、田中　将志、田中　　都、
西尾美和子、菅波　孝祥、浅原　哲子

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「年齢区分類による健診受診者における代謝性疾患のリスクを反映する肥満指標の検討」
山本　結子、大石　　寛、森　　隆彰、池上健太郎、山口　寛基、花野　広美、山陰　　一、浅原　哲子、
桝田　　出、石田好二郎

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満者における骨格筋量指標とメタボリックシンドロームリスク項目の変化の縦断的検討」
伊藤　祐希、真田　樹義、浅原　哲子、山陰　　一、渡邊　裕也、石井好二郎

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症・糖尿病と認知症―効果的な早期診断指標と予防戦略―」
浅原　哲子

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症のスティグマとアドボカシー活動―肥満専門外来の患者と共に―」
浅原　哲子、岩佐　真代、加藤さやか

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症の減量治療抵抗性に関連する遺伝素因同定と精密医療の確立：G-FORCE study」
加藤さやか、山陰　　一、松波　雅俊、尾崎　浩一、前田　士郎、浅原　哲子

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症患者の 5 年間の減量成功率とCVDリスク改善効果―国立病院機構多施設コホート研究―」
岩佐　真代、城　　嵩晶、山陰　　一、村中　和哉、岩下　香里、加藤　久詞、加藤さやか、浅原　哲子

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症治療ガイドライン2022の読み解き方・活かし方・内科の視点から」
浅原　哲子

2022.12.02-03	 第４3回日本肥満学会・第４0回日本肥満症治療学会学術集会
「副腎・甲状腺疾患と肥満症」
浅原　哲子

2022.12.03	 第４3回日本肥満学会
「楽しく学んで内臓脂肪を希望に変えましょう！」市民公開講座
坂根　直樹

2022.12.03	 第４3回日本肥満学会
「ヘルシープレートとAI健康アプリを用いた食習慣改善プログラムの開発」
山内　惠子、坂根　直樹

2022.12.03	 第４3回日本肥満学会
「ライフログとオンライン支援プログラムがOSAS職業ドライバーの超加工食品摂取と睡眠に及ぼす影響」
荏原　　太、坂根　直樹

2022.12.11	 日本抗加齢医学会　応用・実践編講習会
「肥満・メタボリックシンドロームの対策と指導」
浅原　哲子
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2022.12.12	 第89回日本体力医学会中国・四国地方会
「地域在住高齢者における日常的タマゴ摂取量とフレイルとの関係」
宮崎　　亮、安部　孝文、坂根　直樹、安藤　　仁、矢野　彰三、奥山　健太、磯村　　実、山崎　雅之、
並河　　徹

2022.12.21	 小児内分泌女性医師を応援する会
「糖尿病・肥満症における脳心腎合併症の治療戦略 ～女性糖尿病医としてのキャリアデザイン～」
浅原　哲子

2023.01.28	 第26回アディポサイエンス
「イメグリミンはオートファジー・ULK1を介してミクログリアにおける高グルコース誘導性炎症を抑制する」
加藤　久詞、岩佐　真代、岩下　香里、田中　将志、浅原　哲子

2023.02.19	 特定保健指導実践者育成研修会
「食生活に関する保健指導」
河口八重子

2023.02.26	 第1４回泌尿器抗加齢医学研究会
「サルコペニアの治療」
日下部　徹

2023.02.28	 第3４回日本コーチング学会大会
「フィジカル測定の評価方法に関する実践報告：大学女子バレーボールチームの事例」
山本　隼年、大島　秀武、坂本久美子、北條　達也

2023.03.0４	 	The	International	Symposium	on	New	Concepts	of	Diabetes	and	its	complications	
（Taiwanese	Association	of	Diabetes	Educators）

「The New Concept of Diabetic Foot」
Shigeo	Kono

2023.03.05	 第2４回日本健康支援学会年次学術集会
「人間ドックを受診した肥満者における主観的な歩行速度と代謝性疾患との関連」
山本　結子、大石　　寛、森　　隆彰、池上健太郎、山口　寛基、花野　宏美、山陰　　一、浅原　哲子、
桝田　　出、石井好二郎

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

一 般
糖尿病治療用医薬品の練習資材を患者説明へ使用する際の留意点（第 2 報）
薬事新報,	3251,	４57-４58,	2022.0４,	薬事新報社
朝倉　俊成

総 説
肥満・糖尿病とCOVID-19　COVID-19禍における血糖コントロール―COVID-19流行による生活習慣の変化と糖尿
病血糖コントロールに関する調査結果を踏まえて
医学のあゆみ,	282,	４,	232４４-232４9,	2022.07.23,	医歯薬出版
宇野希世子、浅原　哲子

総 説
脂肪萎縮症
ガイドラインにないリアル糖尿病薬物療法をガイドする,	99〜105,	2022.11.15,	振興科学出版社
日下部　徹

解 説
統計からみた糖尿病の地域差
糖尿病・内分泌代謝科,	56,	1,	7４-78,	2023.01,	（有）科学評論社
坂根　直樹
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原著論文
1 型糖尿病の持続皮下インスリン注入療法とQOLに関するシステマティックレビュー
日本先進糖尿病治療研究会雑誌,	16,	1,	8-16,	2022.08,	日本先進糖尿病治療研究会
坂根　直樹

解 説
【厳選！日常治療薬の正しい使い方　作用機序から納得！外来・病棟の処方に自信がもてる30テーマ】（第 1 章）糖尿
病・内分泌代謝　インクレチン関連薬の使い方　GLP-1受容体作動薬
レジデントノート,	2４,	2,	179-185,	2022.0４,	（株）羊土社
坂根　直樹

解 説
【厳選！日常治療薬の正しい使い方　作用機序から納得！外来・病棟の処方に自信がもてる30テーマ】（第 1 章）糖尿
病・内分泌代謝　インクレチン関連薬の使い方　DPP-4阻害薬
レジデントノート,	2４,	2,	172-178,	2022.0４,	（株）羊土社
坂根　直樹

総 説
【かかりつけ医からみた糖尿病診療】糖尿病の基礎知識 糖尿病診療における先進デバイスの活用
診断と治療,	110,	3,	275-281,	2022.03,	診断と治療社
澤木　秀明、村田　　敬

原著論文
体験・共感型食育活動による保育士等の意識・行動・自信度変化と子どもの食行動変化～保育士等と園児が一緒に楽
しむ活動で子どもの食と保育の質を向上～
チャイルドヘルス,	25,	6,	４61〜４67,	2022.06.01,	診断と治療社
染井順一郎、河口八重子、坂根　直樹

その他
第 5 章　肥満症・メタボリックシンドローム対策
肥満・肥満症の生活習慣改善指導ハンドブック2022,	123-137,	2022.12.06,	ライフサイエンス社
野口　　緑、佐野　喜子

その他
第10章　肥満・肥満症の予防、保健指導
肥満症診療ガイドライン2022　編集　日本肥満学会,	158-166,	2022.12.06,	ライフサイエンス社
野口　　緑、佐野　喜子、藤岡　由夫

総 説
新規血糖コントロール指標TIR、TAR、TBRの臨床研究における活用 
日本先進糖尿病治療研究会雑誌,	16,	1,	17-27,	2022.08,	日本先進糖尿病治療研究会
廣田　勇士、村田　　敬

総 説
【周産期と最先端サイエンス】産科領域 コンピュータサイエンス・エンジニアリングの進歩 糖尿病管理における新規
デバイスの展開 
周産期医学,	52,	7,	963-966,	2022.07,	東京医学社
村田　　敬

座談会
生活習慣病に対する運動療法の現状と課題
日本臨床内科医会会誌,	37,	４,	269-290,	2022.12,	（一社）日本臨床内科医会
宇佐見啓治、坂根　直樹、杉本　　研、松井　　浩

総 説
新型コロナウイルス流行期における糖尿病患者の血糖コントロール
糖尿病・内分泌代謝科,	55,	2,	232-2４1,	2022.08,	科学評論社
加藤さやか、浅原　哲子

総 説
遺伝的要因から糖尿病を考える
月刊糖尿病さかえ,	62,	8,	5-10,	2022.08,	日本糖尿病協会
加藤さやか、浅原　哲子

会議録
日本語版低血糖問題解決尺度（HPSS-J）の開発と無自覚低血糖における意義
日本糖尿病教育・看護学会誌,	26,	特別,	130,	2022.08,	（一社）日本糖尿病教育・看護学会
坂根　靖子、同道　正行、菅沼　彰子、坂根　直樹
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原著論文
薬局薬剤師および管理栄養士の協働による 2 型糖尿病患者支援に対する意識・自信,および職務満足度に関する横断的
研究
調剤と情報,	28,	13,	2302-2305,	2022.10,	（株）じほう
庄司　雅紀、坂根　直樹、伊藤　直紀、砂山　慶次、恩田　光子

原著論文
血液透析患者における栄養状態がQOLに及ぼす影響
日本病態栄養学会誌,	25,	1,	89-95,	2022.0４,	（一社）日本病態栄養学会
木村美枝子、今田　直樹、立山　一美、山川　京子、野間　啓太、守時　祐輔、今井　文恵、池田　香里［林］、
菅沼　彰子、坂根　直樹

総 説
肥満のある 2 型糖尿病の経口血糖降下薬（非インスリン）療法
糖尿病・内分泌プラクティスWeb,	1,	1,	2023.01.18,	創新社
加藤さやか、浅原　哲子

原著論文
Factors associated with hemoglobin glycation index in adults with type 1 diabetes mellitus：The FGM-
Japan study
J	Diabetes	Investig,	doi：10.1111/jdi.13973.	Online	ahead	of	print.
Sakane	N,	Hirota	Y,	Yamamoto	A,	Miura	J,	Takaike	H,	Hoshina	S,	Toyoda	M,	Saito	N,	Hosoda	K,
Matsubara	M,	Tone	A,	Kawashima	S,	Sawaki	H,	Matsuda	T,	Domichi	M,	Suganuma	A,	Sakane	S,	
Murata	T

原著論文
Association of daily sleep duration with the incident dementia by serum soluble TREM2 in a community.
J	Am	Geriatr	Soc.,	70,	４,	11４7-1156,	2022.0４
Ohara	T,	Hata	J,	Tanaka	M,	Honda	T,	Yamakage	H,	Inoue	T,	Hirakawa	Y,	Kusakabe	T,	Shibata	M,	
Kitazono	T,	Nakao	T,	Satoh-Asahara	N,	Ninomiya	T.

原著論文
The CLOCK 3111T/C polymorphism is associated with hour-by-hour physical activity levels only on 
weekends among Japanese male and female university students
Physiol	Behav,	2４7,	1,	４,	2022.0４
Miyazaki	R,	Ando	H,	Ayabe	M,	Hamasaki	T,	Higuchi	Y,	Oshita	K,	Sakane	N

原著論文
A combined index of waist circumference and muscle quality is associated with cardiovascular disease 
risk factor accumulation in Japanese obese patients：a cross-sectional study.
Endocrine,	77,	1,	30-４0,	2022.06
Ikeue	K,	Kusakabe	T,	Muranaka	K,	Yamakage	H,	Inoue	T,	Ishii	K,	Satoh-Asahara	N.

原著論文
Higher serum soluble TREM2 as a potential indicative biomarker for cognitive impairment in inadequately 
controlled type 2 diabetes without obesity：the DOR-KyotoJ-1.
Front.	Endocrinol.,	13,	8801４8,	2022.05
Tanaka	M,	Yamakage	H,	Muranaka	K,	Yamada	T,	Araki	R,	Ogo	A,	Matoba	M,	Watanabe	T,	Saito	M,	
Kurita	S,	Yonezawa	K,	Tanaka	T,	Suzuki	M,	Sawamura	M,	Matsumoto	M,	Nishimura	M,	Kusakabe	T,	
Wada	H,	Hasegawa	K,	Kotani	K,	Noda	M,	Satoh-Asahara	N

原著論文
A pilot study of Pharmacist-Dietician Collaborative support and Advice （PDCA） for patients with type 2 
diabetes in community pharmacy：A single-arm, pre-post study
Pharm	Pract	（Granada）,	20,	2,	４,	2022.0４
Shoji	M,	Sakane	N,	Ito	N,	Sunayama	K,	Onda	M

原著論文
Antibiotic prophylaxis for percutaneous renal biopsy：study protocol for a prospective randomized trial
Trials,	23,	1,	8,	2022.08
Yahata	K,	Yoshimoto	A,	Kinoshita	C,	Seta	K,	Tsukamoto	T,	Yanagita	M,	Hata	H,	Sakane	N

原著論文
Nutritional status in female patients with nontuberculous mycobacterial lung disease and its association 
with disease severity
BMC	Pulm	Med,	22,	1,	8,	2022.08
Takayama	Y,	Kitajima	T,	Honda	N,	Sakane	N,	Yumen	Y,	Fukui	M,	Nagai	N
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原著論文
Analysis of time-dependent changes in the FIB4 index in obese patients receiving weight reduction therapy.
Sci	Rep,	12,	1,	15219,	2022.09
Kawai	S,	Yamakage	H,	Kotani	K,	Noda	M,	Satoh-Asahara	N,	Hashimoto	K.

原著論文
Associations between physical frailty and living arrangements in Japanese older adults living in a rural 
remote island：The Shimane CoHRE Study
J	Gen	Fam	Med.,	23,	5,	310-318,	2022.0４
Miyazaki	R,	Abe	T,	Yano	S,	Okuyama	K,	Sakane	N,	Ando	H,	Isomura	M,	Yamasaki	M,	Nabika	T.

原著論文以外
Social prescribing from the patient’s perspective：a literature review 
Journal	of	General	and	Family	Medicine,	23,	5,	299-309,	2022.0４
Araki	K,	Takahashi	Y,	Okada	H,	Nakayama	T

原著論文
Soluble TREM2 and Alzheimer-related biomarker trajectories in the blood of patients with diabetes based 
on their cognitive status.
Diabetes	Res	Clin	Pract,	193,	110121,	2022.11
Satoh-Asahara	N,	Yamakage	H,	Tanaka	T,	Kawasaki	T,	Matsuura	S,	Tatebe	H,	Akiguchi	I,	Tokuda	T.

原著論文
Prevention of hypoglycemia by intermittent-scanning continuous glucose monitoring device combined 
with structured education in patients with type 1 diabetes mellitus：A randomized, crossover trial
Diabetes	Research	and	Clinical	Practice,	195,	1101４7,	2023.01
ISCHIA	Study	Group

原著論文
The views and experiences of people with type 2 diabetes being cared for by their community pharmacist：
a cross-sectional patient survey 
J	Diabetes	Metab	Disord,	21,	2,	1619-162４,	2022.08
Cooney	P,	Hanley	J,	Ryan-O’Brien	N,	Okada	H,	Bermingham	M

原著論文以外
Diabetic ketoacidosis after the second dose of SARS-CoV-2 mRNA vaccination in a patient with 
pembrolizumab-induced fulminant type 1 diabetes
Diabetol	Int,	1-5,	2022.12
Nishino	K,	Nakagawa	K,	Yase	E,	Terashima	M,	Murata	T

原著論文
To Use or Not to Use a Self-monitoring of Blood Glucose System? Real-world Flash Glucose Monitoring 
Patterns Using a Cluster Analysis of the FGM-Japan Study
Intern	Med,	doi：10.2169/internalmedicine.0639-22.	Online	ahead	of	print.,	2023.01
Sakane	N,	Hirota	Y,	Yamamoto	A,	Miura	J,	Takaike	H,	Hoshina	S,	Toyoda	M,	Saito	N,	Hosoda	K,	
Matsubara	M,	Tone	A,	Kawashima	S,	Sawaki	H,	Matsuda	T,	Domichi	M,	Suganuma	A,	Sakane	S,	
Murata	T

原著論文
Novel Therapeutic Potentials of Taxifolin for Obesity-Induced Hepatic Steatosis, Fibrogenesis, and 
Tumorigenesis.
Nutrient,	15,	2,	350,	2023.01
Inoue	T,	Fu	B,	Nishio	M,	Tanaka	M,	Kato	H,	Tanaka	M,	Itoh	M,	Yamakage	H,	Ochi	K,	Ito	A,	Shiraki	Y,	
Saito	S,	Ihara	M,	Nishimura	H,	Kawamoto	A,	Inoue	S,	Saeki	K,	Enomoto	A,	Suganami	T,	
Satoh-Asahara	N.

原著論文
Factors associated with hemoglobin glycation index in adults with type 1 diabetes mellitus：The FGM-
Japan study
J	Diabetes	Investig,	doi：10.1111/jdi.13973.	Online	ahead	of	print.,	2023.02
Sakane	N,	Hirota	Y,	Yamamoto	A,	Miura	J,	Takaike	H,	Hoshina	S,	Toyoda	M,	Saito	N,	Hosoda	K,	
Matsubara	M,	Tone	A,	Kawashima	S,	Sawaki	H,	Matsuda	T,	Domichi	M,	Suganuma	A,	Sakane	S,	
Murata	T

原著論文
Information-seeking behaviour of community pharmacists during the COVID-19 pandemic：an ecological 
study. 
BMJ	open,	13,	2,	e062４65,	2023.02
Suzuki	S,	Nishikawa	Y,	Okada	H,	Nakayama	T
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原著論文
Cystatin C-based eGFR predicts cardiovascular disease in patients with overweight/obesity and 
hyperglycemia.
Obes	Sci	Pract,	2022.07
Suzuki	K,	Tsujiguchi	H,	Hara	A,	Nakamura	H,	Kotani	K,	Noda	M,	Yamakage	H,	Satoh-Asahara	N,	
Takamura	T.

原著論文以外
Serum paraoxonase activity in familial hypercholesterolemia
Arch	Med	Sci	Atheroscler	Dis.,	8,	1,	e1,	2023
Kotani	K,	Sakane	N,	Alejandro	G
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